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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
い
っ
そ
う
よ
く
識
ろ
う
と
志
す
な
ら
ば
、
以
下
の
概
要
的
な
表
に
挙
げ
ら
れ
て
い

　
る
と
こ
ろ
の
主
要
な
著
述
や
記
録
に
よ
っ
て
考
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
Ⅰ
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
書
簡
に
関
す
る
文
献

Ludw
ig N

ohl.

　
　B

riefe B
eethoven, 1865, Stuttgart. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ノ
ー
ル
編
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ

　
ェ
ン
書
簡
集
』
（
一
八
六
五
年
）

Ludw
ig N

ohl.

　
　N

eue B
riefe B

eethoven, 1867, Stuttgart. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ノ
ー
ル
編
『
続
ベ
ー

　
ト
ー
ヴ
ェ
ン
書
簡
集
』
（
一
八
六
七
年
）

Ludw
ig R

itter von K
oechel.

　
　83 O

riginalbriefe L. v. B
eethovens an den Erzherzog R

udolf, 1865

　, W
ien. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
リ
ッ
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ッ
ヒ
ェ
ル
編
『
ル
ー
ド
ル
フ
大
公
に
宛
て
た

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
書
簡
原
文
八
十
三
通
』
（
一
八
六
五
年
）

〔A
lfred Schoene.

　
　B

riefe von B
eethoven an M

arie G
ra:fin Erdo:dy, geborene G

ra:fin N
iszky u

　nd M
ag. B

rauchle, 1866, Leipzig.

〕 

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
・
シ
ェ
ー
ネ
編
『
エ
ル
デ
ー
デ
ィ
ー
伯
夫
人
マ
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リ
ー
宛
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
書
簡
集
』
（
一
八
六
六
年
）

Theodor von Frim
m

el.

　
　N

eue B
eethoveniana, 1886. 

テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
リ
ン
メ
ル
『
続

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
研
究
資
料
』
（
一
八
八
六
年
）

K
atalog der m

it der B
eethoven-Feier zu B

onn, an 11.-15. M
ai 1890 verbundenen A

usstellung von 

　H
andschriften, B

riefen, B
ildnissen, R

eliquien Ludw
ig van B

eethovens, 1890, B
onn.  

目  

録 

カ
タ
ロ
グ

　
　

　
一
八
九
〇
年
五
月
十
一
日
よ
り
同
十
五
日
ま
で
ボ
ン
市
に
催
さ
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
記
念
祭
に
お
け

　
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
手
記
・
書
簡
・
肖
像
・
遺
物
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
。
（
一
八
九
〇
年
ボ
ン
市
発

　
行
）

〔La M
ara.

　
　M

usikerbriefe aus fu:nf Jahrhunderten, 1892, Leipzig.

〕 

ラ
・
マ
ー
ラ
『
五
世
紀
間

　
の
音
楽
家
た
ち
の
書
簡
集
』
（
一
八
九
二
年
）

D
r. A

. C
hristian K

alischer.

　
　N

eue B
eethoven-B

riefe, 1902, B
erlin und Leipzig. 

Ａ
・
ク
リ
ス
チ

　
ァ
ン
・
カ
リ
シ
ャ
ー
博
士
編
『
新
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
書
簡
集
』
（
一
九
〇
二
年
）

〔D
r. A

. C
hristian K

alischer.

　
　B

eethovens sa:m
tliche B

riefe, K
ritische A

usgabe m
it Erla:uterun

　gen, 1906-1908, fu:nf B
a:nde, Leipzig und B

erlin.

〕 
Ａ
・
ク
リ
ス
チ
ァ
ン
・
カ
リ
シ
ャ
ー
博
士
編

　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
書
簡
全
集
』
（
一
九
〇
六
年
　
一
九
〇
八
年
、
全
五
巻
。
注
釈
付
・
考
証
版
）
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〔D
r. Fritz Prelinger.

　
　B

eethovens sa:m
tliche B

riefe und A
ufzeichnungen, 1907, W

ien und Leip
　zig, 3 B

a:nde.

〕 

フ
リ
ッ
ツ
・
プ
レ
ー
リ
ン
ガ
ー
編
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
書
簡
お
よ
び
手
記
全
集
』

　
（
一
九
〇
七
年
、
三
巻
）

　
フ
ラ
ン
ス
語
訳
　
　Jean C

hantavoine 

ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ン
タ
ヴ
ォ
ワ
ー
ヌ
の
序
文
お
よ
び
注
を
付
し

　
　
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
書
簡
選
集 C

hoix des lettres de B
eethoven 

が
一
九
〇
四
年
に
パ
リ
で
出
版
さ

　
　
れ
た
。

　
英
語
訳
　
　
　
　
　B

eethoven's Letters. A
 critical edition w

ith explanatory notes translated from

　
　 K

alishcer by J. S. Shedlock. 2 vol. (London, 1909)

　
　
　
Ⅱ
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
関
す
る
伝
記
的
文
献

G
ottfried Fischer

　
　
『
手
稿
』
（
こ
れ
は
な
か
ん
ず
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
子
供
の
頃
に
つ
い
て
興
味

　
深
い
。
一
八
六
四
年
に
ボ
ン
で
歿
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
家
族
が
二
代
つ
づ
け
て

　
住
ん
だ
家
の
家
主
で
あ
っ
た
。
彼
と
そ
の
妹
の
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
リ
ェ
は
子
供
の
頃
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を

　
よ
く
識
っ
て
い
た
、
そ
し
て
二
人
は
そ
の
追
憶
を
書
き
留
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
追
憶
は
、
人
が
幾
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ら
か
の
批
評
眼
を
も
っ
て
取
り
扱
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
）
　
　
こ
の
原
稿
は

　
ボ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
〔
訳
者
　
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
家
で
あ
り
、
現
在
は
博
物
館
〕

　
に
あ
る
。
ダ
イ
タ
ー
ス
が
（
次
頁
参
照
）
そ
の
抜
萃
を
出
版
し
た
。

〔F. G
. W

egeler und Ferdinand R
ies.

　
　B

iographische N
otizen u:ber Ludw

ig van B
eethoven, 18

　38, K
oblenz.

〕 
（1905, D

r. K
alischer 

に
よ
り
改
版
）
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
お
よ
び
リ
ー
ス
共
著
　
　

　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
関
す
る
伝
記
的
覚
え
書
』
特
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
前
半
生
に
つ
い
て
重
要
。

　
仏
訳
は
一
八
六
二
年
に
出
て
現
在
は
絶
版
。

Ludw
ig N

ohl.

　
　Eine stille Liebe zu B

eethoven, 1857, B
erlin. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ノ
ー
ル
　
　

　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
寄
せ
る
秘
や
か
な
愛
』
（
一
八
一
六
年
頃
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
識
り
、
彼
に
愛

　
情
を
寄
せ
た Fanny G

iannatasio del R
io 

の
日
記
を
出
版
し
た
も
の
）

A
nton Schindler.

　
　B

eethovens B
iographie, 1840. 

ア
ン
ト
ン
・
シ
ン
ド
ラ
ー
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ

　
ェ
ン
の
伝
記
』
後
半
生
。
（
一
八
四
〇
年
。
仏
訳
一
八
六
六
年
版
、
現
在
は
絶
版
）

〔A
nton Schindler.

　
　B

eethoven in Paris, 1842, M
u:nster.

〕 

ア
ン
ト
ン
・
シ
ン
ド
ラ
ー
　
　
『
パ

　
リ
ー
に
お
け
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』
（
一
八
四
二
年
）

G
erhard von B

reuning.

　
　A

us dem
 Schw

arzspanierhause, 1874. 

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ロ
イ
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ニ
ン
グ
　
　
『
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
シ
ュ
パ
ニ
エ
ル
ハ
ウ
ス
よ
り
』
（
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
シ
ュ
パ
ニ
エ
ル
ハ
ウ

　
ス
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
そ
こ
で
歿
し
た
家
　
　
ヴ
ィ
ー
ン
市
　
　
の
こ
と
。
一
九
〇
三
年
の
冬
に
取

　
り
払
わ
れ
た
）

M
oscheles.

　
　The Life of B

eethoven, 2 vol. 1841, London. 

モ
ー
シ
ェ
レ
ス
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

　
ン
の
生
涯
』
二
巻
（
一
八
四
一
年
）

〔A
lexander W

heelock Thayer

　
　Ludw

ig van B
eethovens Leben. 5 B

a:nde, 1908.

〕 

ア
レ
ク
サ

　
ン
ダ
ー
・
ホ
ィ
ー
ロ
ッ
ク
・
セ
イ
ヤ
ー
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
五
巻
（
一
九
〇
八
年
）

　
　
　
ヘ
ル
マ
ン
・
ダ
イ
タ
ー
ス
に
よ
っ
て
英
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
訳
さ
れ
、
ダ
イ
タ
ー
ス
の
歿
後
フ
ー

　
　
ゴ
ー
・
リ
ー
マ
ン
が
そ
の
仕
事
を
継
続
し
た
。

　
　
　
セ
イ
ヤ
ー
の
著
述
は
一
八
六
六
年
に
始
め
ら
れ
て
、
一
八
九
七
年
ト
リ
エ
ス
テ
に
お
け
る
著
者
の

　
　
死
に
よ
っ
て
中
絶
し
た
。
著
者
は
ト
リ
エ
ス
テ
駐
在
の
米
国
領
事
で
あ
っ
た
。
セ
イ
ヤ
ー
の
仕
事
は

　
　
一
八
一
六
年
の
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
停
止
し
た
。
ダ
イ
タ
ー
ス
は
こ
の
伝
記
を
完
成
し
よ
う
と
企
て

　
　
た
が
、
彼
も
ま
た
、
第
二
巻
の
出
版
を
ま
た
ず
し
て
一
九
〇
七
年
に
逝
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
氏
は
、
ダ

　
　
イ
タ
ー
ス
の
遺
し
た
資
料
に
よ
っ
て
つ
い
に
全
伝
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
数
多
い
ベ
ー
ト
ー

　
　
ヴ
ェ
ン
に
関
す
る
著
作
の
中
で
こ
れ
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
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〔Ludw
ig N

ohl.

　
　B

eethovens Leben, 1864-1877, 4 B
a:nde.

〕 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ノ
ー
ル
　
　

　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
四
巻
（
一
八
六
四
年
　
一
八
七
七
年
）

Ludw
ig N

ohl.

　
　B

eethoven nach den Schilderungen seiner Zeitgenossen, Stuttgart. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ

　
ッ
ヒ
・
ノ
ー
ル
　
　
『
同
時
代
者
た
ち
の
叙
述
に
拠
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』

〔A
. B

. M
arx.

　
　L. van B

eethovens Leben und Schaffen, 1863, 2 B
a:nde. Fu:nfte verbesserte A

u

　flage, von G
. B

ehncke, 1902. B
erlin.

〕 

Ａ
・
Ｂ
・
マ
ル
ク
ス
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
と
創

　
作
』
二
巻
（
一
八
六
三
年
、
改
版
一
九
〇
二
年
）

〔V
ictor W

ilder.

　
　B

eethoven, sa vie et son oe&
uvre, 1883.

〕 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ウ
ィ
ル
デ
　
　

　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
そ
の
生
涯
と
作
品
』
（
一
八
八
三
年
）

M
ariam

 Tenger.

　
　B

eethovens unsterbliche G
eliebte, 1890. 

マ
リ
ア
ム
・
テ
ン
ガ
ー
　
　
『
ベ
ー
ト

　
ー
ヴ
ェ
ン
の
不
滅
の
愛
人
』
（
一
八
九
〇
年
）

　
　
　
こ
の
書
の
史
実
的
価
値
は
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
た
。
マ
リ
ア
ム
・
テ
ン
ガ
ー
は
テ
レ
ー
ゼ
の
生

　
　
涯
の
最
後
の
数
年
間
に
彼
女
の
親
し
い
話
し
対
手
で
あ
っ
た
。
年
老
い
た
テ
レ
ー
ゼ
が
自
分
の
思
い

　
　
出
を
識
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
理
想
化
し
て
い
た
に
相
違
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
そ
う
な
こ
と

　
　
で
あ
る
。
し
か
し
話
の
基
本
は
正
確
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
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A
. Ehrhard.

　
　Franz G

rillparzer, 1900. 

エ
ー
ル
ハ
ル
ト
　
　
『
フ
ラ
ン
ツ
・
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ァ
ー
』

　
（
一
九
〇
〇
年
）

〔Theodor von Frim
m

el.

　
　Ludw

ig van B
eethoven. (in der Sam

m
lung "B

eru:hm
te M

usiker"), 19

　01, B
erlin.

〕 

テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
リ
ン
メ
ル
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』
（
一
九
〇
一
年
）

Jean C
hantavoine.

　
　B

eethoven, 1907. 

ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ン
タ
ヴ
ォ
ワ
ー
ヌ
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』

　
（
一
九
〇
七
年
）

〔D
r. A

lfred C
hr. K

alischer.
　
　B
eethoven und seine Zeitgenossen.

　
　B

eitra:ge zur G
eschichte 

　des K
u:nstlers und M

enschen, 4 B
a:nde, 1910.

〕 

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
・
ク
リ
ス
チ
ァ
ン
・
カ
リ
シ
ャ
ー

　
博
士
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
そ
の
同
時
代
者
た
ち
』
四
巻
（
一
九
一
〇
年
）

　
　
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
親
し
か
っ
た
男
女
の
友
人
た
ち
全
部
に
関
す
る
き
わ
め
て
興
味
の
あ
る
記
録

　
　
収
集
で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
参
考
資
料
の
庫
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
心
理
を
観
る
た
め
の
新
し
い

　
　
観
点
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
　
Ⅲ
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
に
関
す
る
文
献
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〔B
eethoven.

　
　Sa:m

tliche W
erke. B

reitkopf &
 H

a:rtel, Leipzig, in 25 Serien, 39 B
a:nden.

〕 

ベ

　
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
　
　
『
作
品
全
集
』
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
・
ブ
ラ
イ
ト
コ
ッ
プ
　

 

フ
・
ウ
ン
ト
・
ヘ
ル
テ
ル
出

　
版
所
、
二
十
五
組
セ
リ
ー、
三
十
九
巻
。

G
ustav N

ottebohm
.

　
　Them

atisches V
erzeichnis der im

 D
ruck erschienenen W

erke von Ludw
ig 

　van B
eethoven, 1868, Leipzig. 

グ
ス
タ
ー
フ
・
ノ
ッ
テ
ボ
ー
ム
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
、
出
版

　
さ
れ
て
い
る
作
品
の
主
題
テ
ー
マ
索
引
目
録
』
（
一
八
六
八
年
）

G
. N

ottebohm
.

　
　Ein Skizzenbuch von B

eethoven aus dem
 Jahre 1803, 1880. 

ノ
ッ
テ
ボ
ー
ム
　

　
　
『
一
八
〇
三
年
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
草
案
帳
』
（
一
八
八
〇
年
）

A
. W

. Thayer.

　
　C

hronologisches V
erzeichnis der W

erke von B
eethoven, 1865, B

erlin. 

セ
イ
ヤ

　
ー
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
の
年
代
順
目
録
』
（
一
八
六
五
年
）

G
. N

ottebohm
.

　
　B

eethoveniana

　Zw
eite B

eethoveniana, 1872-1887. 

ノ
ッ
テ
ボ
ー
ム
　
　
『
ベ

　
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
資
料
　
　
続
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
資
料
』
（
一
八
七
二
年
　
一
八
八
七
年
）

G
eorge G

rove.

　
　B

eethoven and his nine Sym
phonies, 1896, London. 

ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ー
ヴ
　

　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
、
そ
の
九
つ
の
交
響
曲
』
（
一
八
九
六
年
）

J. G
. Prod'hom

m
e.

　
　Les Sym

phonies de B
eethoven, 1906. 

プ
ロ
ー
ド
ム
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
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の
交
響
曲
』
（
一
九
〇
六
年
）

A
lfred C

olom
bani.

　
　Le N

ove Sinfonie di B
eethoven, 1897, Turin. 

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
・
コ
ロ
ン
バ
ー

　
ニ
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
九
つ
の
交
響
曲
』
（
一
八
九
七
年
）

〔Ernst von Elterlein.

　
　B

eethovens K
laviersonaten, Fu:nfte A

uflage, 1895.

〕 

エ
ル
ン
ス
ト
・
フ

　
ォ
ン
・
エ
ル
タ
ー
ラ
イ
ン
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
奏
鳴
曲
』
（
第
五
版
・
一
八
九
五
年
）

〔W
illibald N

agel.
　
　B

eethoven und seine K
laviersonaten, 2 B

a:nde, 1903-1905.

〕 

ヴ
ィ
リ
バ
ル

　
ト
・
ナ
ー
ゲ
ル
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
、
そ
の
ピ
ア
ノ
奏
鳴
曲
』
二
巻
（
一
九
〇
三
年
　
一
九
〇

　
五
年
）

C
h. C

zerny.

　
　Pianoforte-Shule (4 Teil, K

apitel II, III). 

ツ
ェ
ル
ニ
ー
　
　
『
ピ
ア
ノ
教
則
本
』

　
（
第
四
部
・
第
二
お
よ
び
第
三
章
）

Shedlock.

　
　The pianoforte sonata, 1900, London. 

シ
ェ
ド
ロ
ッ
ク
　
　
『
ピ
ア
ノ
奏
鳴
曲
』
（
一

　
九
〇
〇
年
）

Theodor H
elm

.

　
　B

eethovens Streichquartette, 1885. 
テ
オ
ド
ー
ル
・
ヘ
ル
ム
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ

　
ェ
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
』
（
一
八
八
五
年
）

〔H
. de C

urzon.

　
　Les lieder et airs de'tache's de B

eethoven, 1906.

〕 

ド
・
キ
ュ
ル
ゾ
ン
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『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
歌
曲
お
よ
び
歌
謡
集
抜
萃
』
（
一
九
〇
六
年
）

O
tto Jahn.

　
　Leonore, K

lavierauszug m
it Text, nach der zw

eiten B
earbeitung, 1852. 

オ
ッ
ト
ー
・

　
ヤ
ー
ン
　
　
『
レ
オ
ノ
ー
レ
・
第
二
回
改
作
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
付
ピ
ア
ノ
抜
萃
曲
』
（
一
八
五
二
年
）

D
r. Erich Prieger.

　
　Fidelio, K

lavierauszug m
it Text, nach der ersten B

earbeitung, 1906. 

エ
ー
リ

　
ッ
ヒ
・
プ
リ
ー
ガ
ー
博
士
　
　
『
フ
ィ
デ
リ
オ
・
第
一
回
改
作
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
付
ピ
ア
ノ
抜
萃
曲
』

　
（
一
九
〇
六
年
）

W
ilhelm

 W
eber.

　
　B

eethovens M
issa Solem

nis, 1897. 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
　
　
『
ベ
ー

　
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
荘
厳
な
弥
撒
曲
」
』
（
一
八
九
七
年
）

〔Prof. D
r. R

ichard Sternfeld.

　
　Zur Einfu:hrung in L. v. B

eethovens M
issa Solem

nis.

〕 

教
授
リ

　
ヒ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ル
ン
フ
ェ
ル
ト
博
士
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
荘
厳
な
弥
撒
曲
」
へ
の
手
引
』

　

Ignaz von Seyfried.

　
　L. v. B

eethovens Studien im
 G

eneralbass, K
ontrapunkt, und in der K

om
po

　sitions Lehre, 1832. 

イ
グ
ナ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
イ
フ
リ
ー
ト
　
　
『
全
低
音
と
対
位
法
と
作
曲
法

　
と
の
ベ
ー
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
習
作
』
（
一
八
三
二
年
）

〔W
. de Lenz.

　
　B

eethoven et ses trois styles. (A
nalyses des sonates de piano) (e'puise') 1854.

〕

　 

ド
・
ラ
ン
ツ
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
彼
の
三
つ
の
様
式
』
（
ピ
ア
ノ
奏
鳴
曲
の
分
析
）
（
絶
版
）
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（
一
八
五
四
年
）

O
ulibicheff.

　
　B

eethoven, ses critiques et ses glossateurs, 1857. 

ウ
リ
ビ
シ
ェ
フ
　
　
『
ベ
ー
ト
ー

　
ヴ
ェ
ン
、
彼
の
作
品
の
批
判
家
た
ち
お
よ
び
解
説
者
た
ち
』
（
一
八
五
七
年
）

〔W
asielew

ski.

　
　B

eethoven, 2 B
a:nde, 1886, B

erlin.

〕 

ヴ
ァ
ジ
ー
レ
フ
ス
キ
ー
　
　
『
ベ
ー
ト
ー

　
ヴ
ェ
ン
』
二
巻
（
一
八
八
六
年
）

〔R
obert Schum

ann.
　
　Schriften u:ber M

usik und M
usiker, I Teil. (Ecrits sur la m

usique et les m

　usiciens, prem
ie`re serie, traduction H

. de C
urzon, 1894.)

〕 

ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
　
　
『
音

　
楽
お
よ
び
音
楽
家
た
ち
に
つ
い
て
の
評
論
』
第
一
部
（
一
八
九
四
年
）

R
ichard W

agner.

　
　B

eethoven, 1870, Leipzig. 

リ
ヒ
ア
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ

　
ェ
ン
』
（
一
八
七
〇
年
）

V
insent d'Indy.

　
　B

eethoven, 1911, Paris. 
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』

　
（
一
九
一
一
年
）

　
　
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
天
才
の
次
第
に
形
成
し
て
行
く
初
期
の
発
展
経
路
を
研
究
し
よ
う
と
す

　
　
る
人
に
と
っ
て
は
、
ル
ス
ト Friedrich W

ilhelm
 R

ust (1739-1796, D
essau) 

の
音
楽
作
品
を
識
る

13



　
　
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
彼
の
孫
の
一
人
が
ル
ス
ト
作
曲
の
若
干
の
奏
鳴
曲
を
刊
行
し
た
た
め
に
ル
ス

　
　
ト
の
作
品
は
近
頃
再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ル
ス
ト
の
末
子
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
カ
ル
ル
は

　
　
一
八
〇
七
年
か
ら
一
八
二
七
年
ま
で
ヴ
ィ
ー
ン
に
住
ん
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
ル

　
　
ス
ト
と
カ
ル
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
バ
ッ
ハ
と
、
そ
し
て
マ
ン
ハ
イ
ム
楽
派
の
交
響
楽

　
　
作
者
た
ち
と
が
作
曲
上
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
真
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
　
　
フ
ー
ゴ
ー
・
リ
ー
マ
ン

　
　
の
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
マ
ン
ハ
イ
ム
楽
派
の
人
々
』
参
照
。
（D

ie M
usik, 1907-1908 

所
掲
）

　
　
　
ま
た
、
ネ
ー
フ
ェ N

eefe (1748-1799) 

の
作
曲
し
た
歌
曲
を
識
る
こ
と
も
興
味
深
い
　
　
こ
の

　
　
歌
曲
は
早
く
も
ま
っ
た
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
的
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
の
作

　
　
曲
家
た
ち
、
特
に
ケ
ル
ビ
ー
ニ
は
、
彼
の
宗
教
的
な
作
曲
と
劇
的
な
作
曲
と
の
或
る
も
の
が
持
つ
様

　
　
式
に
お
い
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
た
め
時
折
り
模
範
と
し
て
役
立
っ
た
。

　
　
　
Ⅳ
　
同
時
代
人
の
制
作
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
肖
像

一
七
八
九
年
　
　  

影    

絵  

シ
ル
エ
ッ
ト

、
十
八
歳
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
。
（
ボ
ン
市
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
所

　
蔵
。
フ
リ
ン
メ
ル
の
伝
記
第
十
六
頁
に
複
製
あ
り
）
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一
七
九
一
年
　
九
二
年
　
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
の   

細      

画   

ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル

。
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
キ
ュ
ー
ゲ

　
ル
ゲ
ン
作
。
（
ロ
ン
ド
ン
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ヘ
ン
シ
ェ
ル
所
蔵
。
一
八
九
二
年
十
二
月
十
五
日
の M

usic
　al Tim

es 

第
八
頁
に
複
製
さ
る
）

一
八
〇
一
年
　
　
素
描
、
Ｇ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ハ
ウ
ザ
ー
作
、
こ
れ
に
よ
る
ヨ
ー
ハ
ン
・
ナ
イ
ド
ル
の
銅
版

　
画
が
あ
る
。
（
複
製
は
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ク
レ
マ
ン 

〔Fe'lix C
le'm

ent

〕 

著 

〔Les M
usiciens ce'le`

　bres, 1879

〕 

の
第
二
百
六
十
七
頁
お
よ
び
フ
リ
ン
メ
ル
の
伝
記
の
第
二
十
八
頁
に
あ
り
）

一
八
〇
二
年
　
　
銅
版
画
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ハ
ウ
ザ
ー
の
素
描
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
る
シ
ェ
ッ
フ
ナ
ー
の
作
。

　
（
ボ
ン
市
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
所
蔵
。
複
製
は D

ie M
usik 

一
九
〇
二
年
三
月
十
五
日
号
、
千

　
百
四
十
五
頁
に
あ
り
）

一
八
〇
二
年
　
　   

細      

画   

ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル

、
ク
リ
ス
チ
ァ
ン
・
ホ
ル
ネ
マ
ン
作
。
（
ヴ
ィ
ー
ン
、
フ
ォ
ン
・
ブ
ロ
イ

　
ニ
ン
グ
夫
人
所
蔵
。
フ
リ
ン
メ
ル
の
伝
記
第
三
十
一
頁
に
複
製
あ
り
）

一
八
〇
五
年
　
　
肖
像
画
、
Ｗ
・
Ｊ
・
メ
ー
ラ
ー
作
。
（
ヴ
ィ
ー
ン
の
ロ
ー
バ
ー
ト
・
ハ
イ
ム
ラ
ー
蔵
。

　
複
製
は M

usical Tim
es 

一
八
九
二
年
十
二
月
号
の
第
七
頁
、
フ
リ
ン
メ
ル
著
の
第
三
十
四
頁
）

一
八
〇
八
年
　
　
素
描
、
シ
ュ
ノ
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ロ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
作
。
Ｊ
・
バ
ウ
ア
ー
に
よ
る
こ
れ

　
の
石
版
画
あ
り
。
（
ボ
ン
市
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
所
蔵
）
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一
八
一
二
年
　
　
マ
ス
ク
、
彫
刻
家
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
ラ
イ
ン
採
型
。

一
八
一
二
年
　
　
上
記
マ
ス
ク
よ
り
製
作
せ
る
胸
像
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
ラ
イ
ン
作
。
（
ヴ
ィ
ー
ン
、
ピ
ア

　
ノ
製
造
者
Ｅ
・
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
所
蔵
。
複
製
は
フ
リ
ン
メ
ル
第
四
十
六
頁
、
お
よ
び M

usical Ti

　m
es 

一
八
九
二
年
十
二
月
号
第
十
九
頁
）

一
八
一
四
年
　
　
素
描
、
ル
ト
ロ
ン
ヌ
作
。
そ
れ
に
よ
る
プ
ラ
ジ
ウ
ス
・
ヘ
ー
フ
ェ
ル
作
の
銅
版
画
。

　
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
肖
像
中
の
最
も
み
ご
と
な
も
の
で
あ
る
。
ボ
ン
市
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
所

　
蔵
の
も
の
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
友
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
に
贈
っ
た
一
枚
で
あ
る
。
複
製
は
フ
リ
ン
メ
ル
の

　
第
五
十
一
頁
。
お
よ
び
前
出
の M

usical Tim
es 

第
二
十
一
頁
）

一
八
一
五
年
　
　
ル
ト
ロ
ン
ヌ
の
素
描
に
よ
る
リ
ー
デ
ル
作
の
銅
版
画
。
（
複
製
は
前
出
の D

ie M
usik 

　
第
千
百
四
十
七
頁
）

一
八
一
五
年
　
　
メ
ー
ラ
ー
に
よ
る
第
二
作
の
肖
像
画
。
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
イ
グ
ナ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・

　
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
所
蔵
。
複
製
は
ボ
ン
市
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
あ
り
）

一
八
一
五
年
　
　
肖
像
画
、
ク
リ
ス
チ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
ル
作
。
（
マ
ン
ハ
イ
ム
の
Ｊ
・
Ｆ
・
ヘ
ッ
ケ
ル
所

　
蔵
。
複
製
は
ボ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
あ
り
）

一
八
一
八
年
　
　
素
描
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
る
銅
版
画
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
ク
レ
ー
バ
ー
作
。
（M

us
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　ical Tim
es 

第
二
十
五
頁
に
複
製
あ
り
）
　
　
ク
レ
ー
バ
ー
の
素
描
原
作
は
ボ
ン
市
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
プ

　
リ
ー
ガ
ー
博
士
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
る
。

一
八
一
九
年
　
　
肖
像
画
、
フ
ィ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
シ
モ
ン
作
。
（
ボ
ン
市
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス

　
所
蔵
。
複
製
は D

ie M
usik 

千
百
四
十
九
頁
、
お
よ
び
フ
リ
ン
メ
ル
第
六
十
三
頁
、
お
よ
び M

usical 

　Tim
es 

二
十
九
頁
）

一
八
一
九
年
　
　
肖
像
画
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
テ
ィ
ー
ラ
ー
作
。
（
ベ
ル
リ
ン
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ

　
イ
ヤ
ー
・
コ
ー
ン
所
蔵
。
フ
リ
ン
メ
ル
第
七
十
一
頁
に
複
製
あ
り
）

一
八
二
一
年
　
　
胸
像
、
ア
ン
ト
ン
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
作
。
（
レ
オ
ポ
ル
ト
・
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
・
フ
ォ

　
ン
・
ク
リ
ス
テ
リ
所
蔵
。
ボ
ン
市
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
複
製
あ
り
）

一
八
二
三
年
　
　
素
描
戯
画
（
散
歩
す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ム
作
。
（
複
製
、
フ
リ
ン

　
メ
ル
の
第
七
十
頁
）

一
八
二
三
年
　
　
肖
像
画
、
ヴ
ァ
ル
ト
ミ
ュ
ラ
ー
作
。
（
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、
ブ
ラ
イ
ト
コ
ッ
プ
　

 

フ
・
ウ
ン

　
ト
・
ヘ
ル
テ
ル
出
版
所
所
蔵
。
複
製
は
フ
リ
ン
メ
ル
の
第
七
十
二
頁
）

一
八
二
四
年
　
二
六
年
　
　
素
描
戯
画
（
散
歩
す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
Ｊ
・
Ｐ
・
リ
ー
ザ
ー
作
。
（
原

　
画
は
、
ヴ
ィ
ー
ン
市
「
音
楽
の
友
の
会
」G

esellschaft der M
usikfreunde 

所
蔵
。
複
製
は
フ
リ
ン
メ
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ル
第
六
十
七
頁
、
お
よ
び M

usical Tim
es 

第
十
五
頁
）

一
八
二
五
年
　
二
六
年
　
　
素
描
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
デ
ッ
カ
ー
作
。
（
ヴ
ィ
ー
ン
の
ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ッ

　
カ
ー
所
蔵
。
ボ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
複
製
あ
り
）

一
八
二
六
年
　
　
古
代
人
ふ
う
の
胸
像
、
シ
ャ
ラ
ー
作
。
（
ロ
ン
ド
ン
の
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ソ
サ

　
イ
エ
テ
ィ
ー
所
蔵
。
ボ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
塑
像
複
製
あ
り
。
複
製
写
真
は
フ
リ
ン
メ

　
ル
の
第
七
十
四
頁
、
お
よ
び M

usical Tim
es 

に
掲
載
さ
る
）

一
八
二
七
年
　
　
臨
終
の
床
に
横
た
わ
れ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
素
描
写
生
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ダ
ン
ハ
ウ
ザ
ー

　
作
。
（
ヴ
ィ
ー
ン
の
Ａ
・
ア
ル
タ
ー
リ
ア
所
蔵
。
複
製
は
一
九
〇
一
年
四
月
十
九
日
の A

llgem
eine 

　M
usik-Zeitung 

に
掲
載
さ
る
）

一
八
二
七
年
　
　
臨
終
の
床
に
横
た
わ
れ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
素
描
写
生
三
つ
。
テ
ル
チ
ャ
ー
作
。

　
（
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ハ
イ
マ
ン
博
士
所
蔵
。
フ
リ
ン
メ
ル
に
よ
り
公
表
せ
ら
る
。
複
製
は
一
九
〇
九
年
十

　
一
月
十
五
日
付 C

ourier m
usical 

紙
上
所
載
）

一
八
二
七
年
　
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の  

死    

面  

デ
ス
マ
ス
ク

、
ダ
ン
ハ
ウ
ザ
ー
採
型
。
（
ボ
ン
市
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
・
ハ
ウ
ス
所
蔵
）
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
後
、
多
く
の
肖
像
が
作
ら
れ
た
。
ラ
イ
ツ
マ
ン
著
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』
の
中

に
そ
れ
ら
の
肖
像
が
多
数
複
製
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
文
献
・
追
加

　
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』
　
　
「
復
活
の
歌
」
（
一
九
三
八
年
三
月
版
）
の
中
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
文
献
。
説
明
文
は
ロ
ラ
ン
の
原
文
か
ら
の
抄
訳
で
あ
る
。
〔
訳
者
〕

〔G
ustav N

ottebohm
: Zw

ei Skizzenbu:cher von B
eethoven aus den Jahren 1801 bis 1803, neue A

u

　sgabe m
it V

orw
ort von Paul M

ies, 1924, Leipzig, B
reitkopf.

〕 

グ
ス
タ
ー
フ
・
ノ
ッ
テ
ボ
ー
ム
　

　
　
『
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
〇
三
年
ま
で
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
二
冊
の
草
案
帳
』
（
パ
ウ
ル
・
ミ
ー

　
ス
の
序
文
を
付
し
た
一
九
二
四
年
の
新
版
）

G
ustav N

ottebohm
: Them

atisches V
erzeichnis der im

 D
ruck erschienenen W

erke von Ludw
ig van 

　B
eethoven, zw

eite verm
ehrte A

uflage, 1868, Leipzig, B
reitkopf. 

グ
ス
タ
ー
フ
・
ノ
ッ
テ
ボ
ー
ム

　
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
、
出
版
さ
れ
て
い
る
作
品
の
主
題
テ
ー
マ
索
引
目
録
』
（
増
補
さ
れ
た
第
二
版
、

　
一
八
六
八
年
）

19



〔W
alther N

ohl: B
eethovens K

onversationshefte, erster H
albband, 1929, A

llgem
eine V

erlagsanstal
　t, M

u:nchen.

〕 

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ノ
ー
ル
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
筆
談
手
帳
』
（
前
半
、
一
九
二

　
二
年
。
後
半
は
現
在
ま
で
に
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
）

　M
anuscript Fischhoff

（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ホ
フ
筆
写
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
日
記
」
）
と
、
書
簡
選
と
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
友
人
お
よ
び
訪
問
者
の
回
想
や
談
話
を
集
め
た
記
録
的
な
優
秀
な
提
要
書
は
　
　

〔A
lbert Leitzm

ann: Ludw
ig van B

eethoven, B
erichte der Zeitgenossen, B

riefe und perso:nliche A

　ufzeichnungen.

　2 B
a:nde, Insel-V

erlag, Leipzig, 1921.

〕 

ア
ル
バ
ー
ト
・
ラ
イ
ツ
マ
ン
　
　
『
ル

　
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』
（
彼
の
同
時
代
者
た
ち
の
記
録
的
叙
述
、
お
よ
び
ベ

　
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
書
簡
と
手
記
。
　
　
二
巻
、
一
九
二
一
年
）

〔Theodor Frim
m

el: B
eethoven-H

andbuch.
　2 B

a:nde, Leipzig, B
reitkopf, 1926.

〕 

テ
オ
ド
ー
ル

　
・
フ
リ
ン
メ
ル
　
　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
綱
要
辞
典
』
（
一
九
二
六
年
）

〔H
einrich Schenker: Erla:uterungs-A

usgabe der letzten fu:nf Sonaten.

　
　W

ien, U
niversal-Editio

　n.

〕 

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ェ
ン
カ
ー
　
　
『
最
後
の
五
つ
の
ピ
ア
ノ
奏
鳴
曲

ソ
ナ
ー
タ

の
注
釈
付
楽
譜
』
（
作
品

　
第
百
一
番
、
第
百
九
番
、
第
百
十
番
、
第
百
十
一
番
は
既
刊
。
第
百
六
番
は
未
刊
）
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こ
れ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
の
譜
を
読
む
人
々
や
解
釈
す
る
人
々
の
た
め
の
重
要
な
出
版
で
あ

　
る
。

　
最
近
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
関
す
る
研
究
書
の
う
ち
　
　

A
ugust H

alm
: B

eethoven, 1927, M
ax H

esses V
erlag, B

erlin. 

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ハ
ル
ム
著
『
ベ
ー
ト
ー

　
ヴ
ェ
ン
』
（
一
九
二
七
年
）

〔W
alther R

iezler: B
eethoven, 1936, A

tlantis V
erlag, B

erlin-Zu:rich.

〕 

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
リ
ー
ツ
ラ

　
ー
著
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』
（
一
九
三
六
年
）

　
　
前
者
は
独
創
性
の
あ
る
著
述
で
あ
り
、
後
者
は
は
な
は
だ
み
ご
と
な
研
究
書
で
あ
る
。

Paul M
ies: D

ie B
edeutung der Skizzen B

eethovens zur Erkenntnis seines Stiles, 1925, Leipzig, B
rei

　tkopf. 

パ
ウ
ル
・
ミ
ー
ス
著
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
様
式
理
解
に
資
す
る
た
め
の
、
彼
の
草
案
の
意
義

　
解
釈
』
（
一
九
二
五
年
）

〔H
ans B

o:ttcher: B
eethoven als Liederkom

ponist, 1928, A
ugsburg, D

r. B
enno Filser V

erlag.

〕 

ハ

　
ン
ス
・
ベ
ッ
チ
ャ
ー
著
『 

歌  

謡 

リ
ー
ダ
ー

作
曲
家
と
し
て
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』
（
一
九
二
八
年
）

　
　
　
こ
の
二
著
は
比
較
的
限
ら
れ
た
題
目
に
つ
い
て
の
、
模
範
的
な
音
楽
研
究
的
著
作
で
あ
る
。
〔
後
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者
は
学
位
論
文
　
　
訳
者
〕

フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
文
献
の
中
で
は
　
　

〔V
incent d'Indy: C

ours de C
om

position, re'dige' avec la collaboration de A
uguste Se'rieyx, d'apre`

　s des notes prises aux classes de com
position de la Schola C

antorum
, en 1899-1900, Paris, D

uran

　d et Fils, 1909.
〕 
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
『
作
曲
法
講
義
』
（
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
〇
年

　
ま
で
パ
リ
・
ス
コ
ラ
・
カ
ン
ト
ル
ム
に
お
け
る
作
曲
科
の
講
義
筆
記
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
セ

　
リ
ユ
ー
と
の
協
力
に
お
い
て
編
纂
。
一
九
〇
九
年
版
）

J. G
. Prod'hom

m
e: La Jeunesse de B

eethoven, 1921, Paris, Payot. 

プ
ロ
ー
ド
ム
著
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

　
ン
の
少
年
時
代
お
よ
び
青
年
時
代
』
（
一
九
二
一
年
）

J. G
. Prod'hom

m
e: Les Sonates pour piano de B

eethoven, 1937, Paris, D
elagrave. 

プ
ロ
ー
ド
ム
著

　
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
奏
鳴
曲

ソ
ナ
ー
タ

』
（
一
九
三
七
年
）

〔Em
m

anuel B
uenzod: Pouvoirs de B

eethoven, 1936, Paris, e'd. C
orre'a.

〕 

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ビ
ュ

　
ア
ン
ゾ
ー
著
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
感
化
力
』
（
一
九
三
六
年
）

　
　
こ
の
小
著
は
精
妙
な
直
観
力
と
鑑
識
力
と
の
一
模
範
で
あ
る
。
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〔A

tlantis-V
erlag (B

erlin-Zu:rich)

〕 

は
一
九
三
七
年
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
筆
蹟
の
み
ご
と
な
複

製
集
を
出
版
し
た
。
そ
れ
に
は 

〔G
eorg Schu:nem

ann

〕 

ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
の
注
目
す
べ
き

論
文
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
筆
蹟
の
複
製
の
幾
多
の
も
の
は
初
め
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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